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概要

近年インターネットの爆発的な普及により機械翻訳の必要性が高まっている. このよう
な状況のなか，これまで様々な言語対で機械翻訳研究がなされてきた.本研究は，日韓翻訳
に焦点をあてる.日本語と韓国語は，他の国の言語と比べて語源的にも近く，さらに，両言
語とも敬語が発達しているなど，非常に類似した言語であると言える.
このように，両言語は敬語の特徴をもっているものの，これまでの機械翻訳分野では敬
語の翻訳に大きな注意を払ってこなかった.本研究では，両言語の敬語表現の違いを考慮し
た翻訳システムを提案する.
敬語表現を適切に翻訳するためには，まず，それぞれの言語でどのように敬語が表現さ

れているか捉える必要がある. 日本語では，敬語は主に動詞と名詞で表現されるため，名
詞については，ルールとして記述し，動詞については形態素解析処理の結果を用いること
で，敬語表現を捉える.
次に，日本語の敬語表現がどのように韓国語で表現されるかを整理する必要がある. 提
案システムは，整理した知識を敬語変換ルールという形で保持し，これを適応することで，
自然な敬語表現の韓国語翻訳を生成する.
実験の結果，提案する枠組で日韓方向の敬語翻訳を扱うことを示せた.
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第1章 はじめに

1.1 背景

近年インターネットの爆発的な普及により機械翻訳の必要性が高まっている. そのよう
な状況のなか，これまで様々な言語対で機械翻訳研究がなされてきた.本研究は，特に日韓
翻訳に焦点をあてる. 日本語と韓国語は，他の国の言語と比べて語源的にも近く，さらに，
両言語とも，敬語が発達していることなど，非常に類似性が高い.
しかし，これまでの機械翻訳分野では敬語の翻訳に大きな注意を払ってこなかった.これ
は，敬語に厳密な韓国語においては重大な問題となりうる.そこで，本研究では，両言語の
敬語表現の違いを考慮した翻訳システムを提案する.

1.2 本論文の流れ

まず，日韓両言語の敬語現象について述べる (2章). そして，本研究のもととなる用例
ベースシステムについて述べる (3章). 最後に，敬語を処理するモジュールについて述べ，
実験結果と考察を行う (4章).
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第2章 日本語と韓国語の敬語

本章では，両言語の敬語の特徴を比較し，日韓翻訳において問題となりうる点について，考
察する.

2.1 敬語とは

敬語の概念は，さまざまな説があるが，おおよそ「敬意を表す言葉」と規定されること
が多く，人が言葉を用いて自らの意思や感情を人に伝える際に，単にその内容を表現する
のではなく，聞き手や第三者 (以降，「話題の人物」と呼ぶ)と，自らの人間関係・社会関係
について気持ちのあり方を表現するものである [12].
このような敬語の概念自体は日韓共通のものであるが，敬語の種類や出現する品詞など
の面では両言語に差異がある.

2.2 日本語の敬語

日本語の敬語は大きく「尊敬語」「謙譲語」「丁寧語」の３つに分けられる1.ここでは，こ
の３種類の敬語について述べる [6, 29, 34, 37].

(1) 尊敬語(「いらっしゃる・おっしゃる」型)
聞き手又は話題の人物の行為・ものごと・状態などについて，その人物を立てて述べ
るもの.

例)お祖父さんが御飯を召しあがる.

(2) 謙譲語(「伺う・申し上げる」型)
話し手から聞き手又は話題の人物に向かう行為・ものごとなどについて，その向かう
先の人物を立てて述べるもの.

例)私は先生に本を差し上げた.

1平成 18年に文化審議会国語分科会より発表された「敬語の指針」では従来の「尊敬語」「謙譲語」「丁寧
語」を５分類 (尊敬語，謙譲語，丁重語，丁寧語，美化語)した.本研究では従来通りの３分類を扱った.
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(3) 丁寧語(「です・ます」型)
話や文の聞き手に対して丁寧に述べるもの.

例)私は韓国人です.

2.3 韓国語の敬語

日本語の敬語と同じく，尊敬される対象によって「主体敬語法」「客体敬語法」「聴者敬
語法」の３つに分けられる.これらの各敬語法に使われる言葉を尊敬語，謙譲語，恭遜語と
いう [30].ここでいう恭遜語は，日本語の丁寧語に相当する.

(1) 主体敬語法 (尊敬語)
文の主体を高めて表現するもの…尊敬語

例）Har QaBeJi[ESe �yn Jÿ Ji �yr �y Sÿ Da. (お祖父さんが 御飯を召しあがる.)

(2) 客体敬語法 (謙譲語)
主語がする行動に影響される方を待遇するもの…謙譲語
現代の韓国語では退化しつつある.

例）Na �yn SýSAqNim [E CAg�yr �y R%~Da. (私は先生に本を差し上げた.)

(3) 聴者敬語法 (恭遜語)
聞き手に対するもの…丁寧語

例）Je �yn Hü'ugQÿ Qib NiDa. (私は韓国人です.)

2.4 用法の比較

以上のように，敬語の種類が異なるばかりでなく，敬語の用法においても，両言語では
差異が存在する [32].

2.4.1 上下関係

敬語が用いられるということは，そこに人間の上下関係が存在するということである.こ
こで，「話し手」「聞き手」「話題の人物」という三者が存在すると，それらの上下関係と用
いられる敬語の種類は両言語共通で，表 2.1のようになる.

例えば，お婆さんに，「 QeMeNi[ESe�yn Mar�ymHaS%~�ybNiDa.」(お母さんがおっしゃいました.)
という表現は，両言語とも適切でなく，聞き手を優先とするため (表 2.2を参照)，尊敬動詞
は使わない.よって，「 QeMeNi �yn MarHA~�yb NiDa.」(お母さんが言いました.)となる.
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上下関係 尊敬語 丁寧語
(1) [題] 〈 [聞] 〈 [話]

(2) [聞] 〈 [題] 〈 [話]

(3) [題] 〈 [話] 〈 [聞] ○
(4) [聞] 〈 [話] 〈 [題] ○
(5) [話] 〈 [聞] 〈 [題] ○ ○
(6) [話] 〈 [題] 〈 [聞] ○

表 2.1:上下関係

娘 お母さん お婆さん
(6) [話] [題] [聞]

表 2.2:上下関係の例

しかし，韓国語の現代語では親族内など関係なく話し手より上の場合，尊敬表現を使う
場合が多く見られる.

2.4.2 内と外の区別

以上のように，両言語とも，同じ状況下では基本的に同じ敬語が用いられる.しかし，あ
る種の状況では，敬語の用法に差異が見られる [4].

• 日本語 [相対敬語]

職場や家庭で，内外を区別して言語を選ぶことを社会的な親疎関係の反映としてみる
ことになる.このような性質を相対敬語という.これは，自分と親しいものは謙譲語，
遠いものは尊敬語として表現するものである.

• 韓国語 [絶対敬語]

韓国語では日本語のように内外で尊敬語の使用を変えるとということはなく，親や兄
姉・先輩など身内の動作・状態に言及する場合も尊敬語を使う.このような性質を絶対
敬語という.これは，日本語では謙譲語で表現する文が，韓国語の場合，尊敬語で表
現するものである.相対敬語と絶対敬語をまとめると表 2.3になる (表 2.1(5)の場合).

以上述べたように、日韓で敬語に差異が見られる (表 2.4を参照).
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上下関係 日本語 韓国語
内と外の区別 謙譲語尊敬語丁寧語 尊敬語丁寧語

(5)-(内) [話 (内)] 〈 [聞 (内)] 〈 [題 (内)] × ○ ○ ○ ○
(5)-(外) [話 (内)] 〈 [聞 (外)] 〈 [題 (内)] ○ × ○ ○ ○

表 2.3:外と内の区別

日本語 韓国語
例 1 課長は今席を外しております. û JaqNim�yn Ji �ym JaRiQE Qü G� SibNiDa.

(課長様は今席を外していらっしゃいます.)

例 2 うちの社長が伺います. Je�Y Sa JaqNim [ESe Ga Sir Geb NiDa.
(われわれの社長様がお行きになります.)

例 3 只今，父はおりませんが. Ji �ym QaBeJi[ESe �yn Qü G�Si�yn DE�/.
(只今，お父さんはいらっしゃいませんが.)

表 2.4:外と内の区別の例

(1) 例 1と例 2
会社の地位の高い人のことを外の人に話す時，日本語は「外の人」を優先する
ため，謙譲語を用いるが，韓国語では「話し手」との関係を優先するため，尊
敬語を使う.

(2) 例 3
家族内の状況でも同じ現象が見られる.例のように，外出中の父親当ての電話を
息子が取った場合，韓国語では敬語で対応するのは普通である.このように韓国
の敬語では，特に目上に対して言語形式は絶対的なものである.

2.5 文法の比較

本節では，両言語で，敬語がどのように文法上表現されるかについて述べる.

2.5.1 尊敬語の比較

(1) 動詞，形容詞

(a) 日本語

尊敬動詞の語形は助動詞である「れる・られる」を動詞の語末につけて尊敬の
意味を持たせる「(ら)れる敬語」型，動詞の前に「お/ご」をつけ，さらに語末
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に「～になる」をつけて尊敬の意味を持たせる「なる敬語」型，その単語 (動詞)
自体に尊敬の意味が含まれている「自体敬語 (例：いらっしゃる，おっしゃる)」
型等がある.

(b) 韓国語

尊敬動詞の語形は一般動詞の語幹の後に尊敬の意味を持っている尊称補助語幹
の「 Si(/シ/)」を挿入させて尊敬動詞を作る「 Si」型と，日本語と同じく「自体
敬語」型が存在する. また，「 Si」の場合は，その使われる範囲が広く，動詞
だけではなく，形容詞にも取り入れられて尊敬語としての働きをする.形容詞に
尊敬語を使うのは日本語にはない韓国語の特色の一つである (表 2.5を参照).

例 普通表現 尊敬表現
日本語 1 目が大きい. 目が大きくていらっしゃる.
韓国語 1 .þ Qi �yDa. .þ Qi �y「 Si」Da.

日本語 2 今日は特にきれい. 今日は特にきれいでいらっしゃる.
韓国語 2 �o �yr�yn �yg Hi Q��yDa. �o �yr�yn �yg Hi Q��y「 Si」Da.

表 2.5:尊敬表現の例 (形容詞)

(2) 体言

名詞，接頭辞，接頭～接尾辞，接尾辞，代名詞等を用いて，対象人物及び関連 (人)物
を高めるために用いる.

(a) 日本語表 2.6を参照.

体言の種類 尊敬表現 例
接頭～接尾辞 お～さま，さん お嬢さま，お父さん，お祖母さん等
接尾辞 1 ～さま，さん 仏さま，兄さん等
接尾辞 2 ～先生 山本先生，校長先生等

表 2.6:日本語の体言

(b) 韓国語表 2.7を参照.
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体言の種類 尊敬表現 例
名詞 Jÿ Ji(/ジンジ/御飯)，Q!g*u(/ヤッジュ/お酒)，CiQa(/チア/ご歯)等
接尾辞 1 ～ Nim(/ニム/様) QaBe Nim(/アボニム/御父様)，SýSAqNim(/ソンセンニム/先生様)等
接尾辞 2 ～ "þ(/ブン/方) Q%Ja "þ(/ヨザブン/女性方)等
代名詞 Qi "þ(/イブン/このかた)，�y "þ(/クン/そちらさま)等

表 2.7:韓国語の体言

2.5.2 謙譲語の比較

(1) 動詞

(a) 日本語

動詞の謙譲表現には，「お/ご～する」「お/ご～いたす」「～ていただく」「させて
いただく」「お/ご～いただく」などの接語方式 (1)によるものと，謙譲語を用い
て謙譲表現をする方法 (2)がある.

(1) 呼ぶ → お呼びする
(2) 尋ねる → 伺う

また，日本の謙譲語はさまざまな場面，状況で用いられている謙譲語が多様に
発達している.

(b) 韓国語

日本語の謙譲語に比べて韓国語の謙譲語は自体謙譲語に限られているため，そ
の数が極めて少ない.これは，韓国語の謙譲動詞は中世では活発に用いられてい
たが，尊敬語の「 Si」のような役割をしていた「 �ob」という形態素が消えたこと
によって急激に退化したものと考えられる.現在使われている自体謙譲語は次の
ようなものである.

-ud Da(/ムッタ/尋ねる) → Q% ?ub Da(/ヨチュッタ/伺う)
�oDa(/ボダ /見る) → �Ob Da(/べッタ/お目にかかる)
*uDa(/ジュダ /あげる) → �yRiDa(/ヅリダ /差し上げる)
*uDa(/ジュダ /あげる) → �or RiDa(/オルリダ /差し上げる)
DERiDa(/デリダ /連れる) → 
oSiDa(/モシダ /お連れする)
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(2) 名詞

(a) 日本語
ちち，はは，むすめ，わたくし，自分，小宅等

(b) 韓国語
Ja Sig(/ザシック/子息)，Je(/ゾ /わたくし)等

2.5.3 丁寧語の比較

• 日本語

助動詞「です」「ます」などの形があって，比較的に尊敬語や謙譲語よりは単純な形
をしている.名詞，形容詞，形容動詞には「です」を，動詞には「ます」を付けると
いう品詞別による接続方式の区別がある.

• 韓国語

韓国語にも「です」「ます」と同じ働きをする語尾である「 �/」「bNiDa」があって，
日本語の丁寧形と同じ働きをする. ただ，日本語とは違って，名詞や形容詞や動詞等
につけることが可能であり，接続方式であって品詞別の区別は特にはない.例は以下
のようになる.

普通表現 丁寧表現
GaDa(/ガダ /行く) Gab NiDa/Ga�/(/ガムニダ，ガヨ/行きます)

CAg QiDa(/チェギダ /本だ) CAgQib NiDa/CAg QiQE�/(/チェギンニダ，チェギエヨ/本です)

�yDa(/クダ /大きい) �yb NiDa/Ke�/(/クムニダ，コヨ/大きいです)

また，「話し手」を低める表現の「 Je/ゾ /わたくし」と，丁寧表現の「…bNiDa/～ま
す」とともに使うことによってよりいっそう「聞き手」に丁寧さを表すことができる
.さらに，日本語では基本的に丁寧語とぞんざいな語の 2通りしかないが，伝統的な
韓国語には大きく分けて 6通りの形がある.目上に使うもの，目下・同等に使うもの，
大人や地位のある目下・同等に使うもの，目下を同等あるいは目上に引き上げて使う
ものの 4つがあり，さらにくだけた場面でのみ使われるものに目上用と目下・同等用
の 2通りがある.とはいえ，実質的な標準語であるソウル方言においてはこのうち 2
通りの敬語系統は中年以下では用いられず，実質 4通りに数が減っている.また、表
2.8のように「極尊称」「普通尊称」「半語2」「普通卑称」「極卑称」の五つに分ける場
合もある.

2ぞんざいな語と呼ばれるもの.
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階称 叙述形
極尊称 ～bSiDa/～ �yb NiDa(ございます)

普通尊称 ～(�y)�o/～ �o(ます・です)

半語 ～ Qa(Qe)/～ Ji(だ・である)

普通卑称 ～ NE(だ)

極卑称 ～nDa/～ �ynDa(だ)

表 2.8:韓国語の丁寧語

2.5.4 その他 -助詞

日本語と韓国語の敬語用法において最も大きな違いは，韓国語では前述した形容詞の敬
語形の使用と，助詞の敬語形が存在するという点である.

例 1 QaBeJi[ESe Mar�ym Ha Si Qe~ Da. (お父さんはおっしゃった.)
例 2 þ3u Nim [ESe Gaq �YHaSiÿ， (教授は講義なさって，)

韓国語には助詞の尊敬形を用いる主体尊待という概念がある. それは，主語の次に助詞
の尊敬形の「 [ESe(/ケソ/)」が付き，用言には「～ Si」が挿入された時に表現される尊敬表
現である.上の例文のように、助詞の尊敬形とともに、叙述語「 HaDa」には「～ Si」が挿入
され，「お父さん」に尊敬の意を表す，同じく，「 Gaq�YHaSiÿ」には「～ Si」の挿入によっ
て，教授に対して尊敬の意を表すものである.助詞をまとめると以下のようになる.

主体助詞 助詞の尊敬表現
Qi(/イ/が)，Ga(/ガ/が)，�y�o"uTe(/ウロブト/から) [ESe(/ケソ/)
QeGE(/エゲ/に) [E(/ケ/)

2.5.5 本研究のスコープ

以上の比較から分かるように，日韓の敬語表現は同じ点も多いが，差異も多く，そのい
くつか (内と外の関係や話題の人物の上下関係の判断)は，現在の自然言語処理で扱うのは
困難である.本研究では，日韓方向に翻訳方向をしぼり，その際に顕著となる (1)日本語で
敬語表現がない語 (形容詞，代名詞，助詞等)の処理や (2)日本語の名詞と動詞の尊敬表現
を手がかりにし，適切な用例の組み合わせを調整することにより，尊敬を考慮した日韓翻
訳を実現する.
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第3章 日韓用例ベース機械翻訳システム

この章では，用例ベース日韓機械翻訳システムについて述べる.

3.1 用例ベース翻訳とは

用例ベース翻訳とは，翻訳対象となる入力文に対して，あらかじめ蓄積された用例の中
から類似した文を複数探し出し，それらの組み合わせることで翻訳結果となる出力文を作
り出す翻訳方式である [20, 25, 27].用例ベース翻訳システムの枠組は，大きく分けて二つの
処理からなる.(1)用例構築モジュール (アライメント)と，(2)その用例を用いた翻訳 (翻訳
モジュール)である [1, 23, 24].

3.1.1 用例構築モジュール

まず日本語と翻訳対象の言語 (ここでは英語)の対訳コーパスが用例として用意される.[13,
38]この対訳コーパスの日本語と英語の各文は，それぞれ構文解析器によって構造化され，
同じ意味内容を持つ日本語と英語の二つの木の組み合わせが出来る.この二つの木の間を，
日英辞書を用いて，同じ意味を持つフレーズ同士を，対応づける.この対応付けをアライメ
ントと呼び，これは用例を用いるための下準備である.対応する単語が見付からなかった句
については，近くの句が対応している相手にまとめて対応づけする.このアライメント作業
をすべての用例文について行い，対応づけされた用例の巨大なデータベースを構築する.図
3.1の Translation Exmplesが構築されたデータベースにあたる.例えば，「私のサイン」の語
句は「私の」と「サイン」がそれぞれ「my」と「signature」に対応している.

3.1.2 翻訳モジュール

翻訳システムは対応づけされた用例のデータベースから，翻訳する日本語文と同じ語句
を含む用例を収集する.そして，その同じ語句に用例文で対応している英語側の部分木を切
り取り，翻訳する日本文の構造に合わせて組み合わせる.こうして，翻訳する日本語文と対
応する英語文を作成することが出来る (図 3.1を参考)[16, 26, 31].
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図 3.1:翻訳の例

3.2 関連研究

日韓機械翻訳においては，これまで，Rule-Based Machine Translation(RBMT)の方式の中
でも，特に「直接翻訳方式」が用いられることが多かった.これは，入力された日本語文の
形態素解析を行い，それに対応する各韓国語を置き換える方式である. しかし，この直接
方式は，ある程度の翻訳は実現可能なものの，様々な問題を含んだものである.例えば，日
韓両言語の文節の間では語順が一致しているが，述部の形態素の間では語順の違いが多く
みられることがある. また，日本語の否定表現が韓国語では否定的意味を持つ他の一つの
用言に対応することがある.このように，両言語間が 1対 1対応が出来ないときも多く，し
たがって，直接翻訳方式のシステムでは自然な韓国語述部を生成するのは大変手間がかか
るものになる.
このような問題を解決するため，これまで，連語パターン [35, 36]等，例外の表現につ
いての規則を利用したり，[3]ではNeural Networkを用いて訳語選択の曖昧性を解消する方
法などが提案されてた.また [5, 9]では，進行形や「れる/られる」のように限られた表現を
対象とした研究も行われている.
以上の関連研究から分るように，直接翻訳方式で，実用的なシステムを作るのは簡単な

ことではなく，精度をあげるためには，非常に複雑で巨大なシステムが必要とされる.この
ような複雑さを解決するために，現在では，多様な言語現象をすべて翻訳用例として扱う
用例ベース翻訳方式が将来性のある翻訳手法として期待されている [2, 7, 10, 11, 39].
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3.3 日韓用例ベース機械翻訳システムの構築

用例ベース翻訳方式は対象とする言語対に依存せず，基本的には，対訳コーパスと言語
解析器があれば実現できる翻訳方式である. しかし，精度のよい翻訳を得るためには各言
語の特徴を考慮した処理モジュールが必要となる.この章では，まず基本となる用例ベース
翻訳システムについて述べ，次に日韓翻訳において修正が必要な処理について述べる.

3.3.1 基本となる用例ベース翻訳システム

用例ベース機械翻訳の基本的な流れは，まず，木構造の対訳用例文より，木構造に変換
された入力文と最も似たる用例文を探しだし，それらを組み合わせて翻訳文を生成する.

�

�

�

�

A

Translation Examples

A

OUTPUTINPUT

Japanese English

(Japanese) (English)

C

� B

B

Bond

�

�

�

� �

Translation Examples

�

OUTPUTINPUT

Japanese Korean

(Japanese) (Korean)

�

� �

�

�

図 3.2:言語の独立

例えば，図 3.2のように，日英も日韓も木構造された入力文と同じ単語を探し出し，組
み合わせる同じ処理で翻訳が行われている.日英の場合，文「いあ」と同じ単語を持つ木構
造を対訳用例文の中から探し出し，入力文と違う「う」と対応する英語の「C」を入れ替え
ることによって英語文の翻訳が出来る.従って，多くのルールとコストが不要で簡単に翻訳
が出来る.
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用例ベース翻訳は，単に各単語の置き換えを行うルールベースシステムよりも訳語選択
や語順などの複雑な処理を自然に実現できる.

[入力文] 勉強するのは楽なものではない.
[出力文] ìq "uHa �yn Ges�yn PúHü Ges�yn QaNiDa.

例えば，以上のような翻訳をする場合，ルールベースの翻訳結果では曖昧性を持つ単語
「楽な」が適切に翻訳出来ない.つまり，出力文の「 PúHü」の意味は’comfortable’にあては
まるもので翻訳されている.適切な翻訳のためには，’easy’の意味を持つ「 �U1þ」で翻訳し
なければいけない.こういう問題は，用例ベース翻訳で解決出来る.つまり，入力文と最も
似ている用例がある場合，簡単に翻訳が出来る.
翻訳結果は図 3.3のように，「のは楽なものではない」に対応する韓国語の表現を，その

ままを使うことが出来る.

INPUT

Example
A

Example
B

OUTPUT

��

��������

��������

� �� ���� �� ���� �� ���� �� ���

������������

��������

� �� �� �� �

� �� �� �� � � � 	� � 	� � 	� � 	 .

� 	� 	� 	� 	 
 �
 �
 �
 �

� 
� 
� 
� 
 ����

� � � �

��������

��������

� �� ���� �� ���� �� ���� �� ���

� � ��� � ��� � ��� � ��

��������

� �� �� �� �

� �� �� �� � � � 	� � 	� � 	� � 	


 � � 

 � � 

 � � 

 � � 


� � �� � �� � �� � �

図 3.3:用例ベース翻訳結果
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3.3.2 日韓翻訳用例ベース翻訳システム

以上のような用例ベース翻訳システムも細部について対象言語独自の処理が必要とされ
る. 例えば，韓国語を扱う際にはパッチムと機能語と内用語の処理について修正が必要と
なった.

(1) バッチム (BadCim)の処理

まず，バッチムの理解のため，ハングルの構造について述べる.ハングルは表音文字
である.子音・母音を表すそれぞれの字母があり，それぞれの字母が１つの音を表す
アルファベット型の文字である.しかしながら，ハングルの字母はローマ字のように
一列に並べて書かれるのではなく，基本的に１音節ごとに一まとめにして１文字を成
す.従って，ハングルはアルファベットであると同時に音節文字でもある.
文字の構成は子音字母は基本字母が 14個，合成字母が 5個の計 19個，母音字母は基
本字母が 10個，合成字母が 11個の計 21個であり，合成字母を含めた字母の総数は
40個である.

子音字母

基本字母 合成字母
g n d r m b s q j c k t p h { | } ~ �

母音字母

基本字母 合成字母
a ! e % o / u 5 y i A � E � I ) � 	 O U Y

文字の組み合わせ

字母は２つ以上を組み合わせて１文字を成す.１文字の構成は「子音字母＋母音字母」
あるいは「子音字母＋母音字母＋子音字母」のどちらかである.伝統的に先頭の子音
字母を初声，母音字母を中声，末尾の子音字母を終声と呼ぶ.その終声を「バッチム」
と呼ぶ.
「子音字母＋母音字母」から成る文字は図 3.4のように３つのタイプがある.図 3.4の
(1)は，母音字母が縦長の「a，!，e，%，i，A，�，E，�」である場合には，
子音字母（初声）を左に，母音字母（中声）を右に配置する (例：Ga).図 3.4の (2)は，
母音字母が横長の「o，/，u，5，y」である場合には，子音字母（初声）を上に，
母音字母（中声）を下に配置する (例：ÿ).図 3.4の (3)の場合は，母音字母が「�，
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I，)，�，	，O，U，Y」である場合には，子音字母（初声）を左上に，母音字
母（中声）を下から右にかけて配置する (例：û).

���� ����

(1) �

����

����

(2) �

����

����1
����2

(3) �

図 3.4:字母の組み合わせ 1

終声のある場合には，図 3.5のようにこれらの下に終声を置く (図 3.5(4)の例：Gü，(5)
の例： ìn，(6)の例：ð).

����

���� ����

��������

����

����

����1
����2

����

(6) �(5) �(4) �

図 3.5:字母の組み合わせ 2

なお，終声として用いることのできる子音字母は，「|，}，�」を除いた 16個であ
る.また，朝鮮語の形態音素表記のために，終声は２つの子音字母を左右に組み合わ
せることがある.正書法で認められている組合せは図 3.6の終声「青い文字」の 11種
類である.

�����������	
��
������

� ��� � � � � � � � 	 
 � � 
 � � � � � � � � � � � � � � �

� �������������� !"#$%&'(

図 3.6:初・中・終声の文字構成

バッチムの特徴は，それの有無によって次の文字に発音の影響があるため，同じ意味
で違う文字を用いて表現する (表 3.1を参照). このような特徴を持つ韓国語であるた
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バッチム が は を
有 Qi �yn �yr

無 Ga �yn �yr

表 3.1:バッチムの有無

め，組み合わせで翻訳を行う用例ベースの方式では，バッチムの有無を考慮した処理
が必要となる.

次は，バッチムの処理について述べる.ハングル一文字には各初声，中声，終声の文字
コードで構成されている.よって，その文字コードを，割り算をすることにより，３つ
の部分に認識するため，バッチム (終声)の有無が判断出来る.その判断によって，次
に来る文字のタイプを与える.例えば，「私は」と「彼らは」の場合，両方同じ「は」
であるが，「私」に対応する「 Na」と「彼ら」に対応する「 �y�yr」からみると，「 Na」に
はバッチムがないため，次の「は」は「 �yn(/ナ/は)」を用いる.一方，「 �y �yr」の場合，
バッチムの「r」があるため，次の「は」は「 �yn(/ウン/ は)」を用いる (図 3.7の例を
参照).よって，日韓用例ベース機械翻訳システムの場合，バッチムの処理によって相
応しい翻訳結果が得られる.

��

�

��

� � � �

� �

����

�

�
� ��

��������

����

図 3.7:バッチムの定義と例

(2) 機能語と内容語の語順

もう一つの韓国語固有の特徴は，機能語と内容語の語順である. 一般に，文法的な
役割を持つ語を機能語 (function words)，それ以外の一般的な意味を持つ語を内容語
(content words)という.
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機能語には助詞，助動詞，接続詞，形式名詞，連体詞，副詞，指示代名詞等がある.
また，内容語には名詞，動詞，形容詞等がある.これらの区別は基本的に言語非依存
であり，あらゆる言語に存在する文法範疇である.しかし，内容語と機能語の位置関
係は，言語によって異なる.例えば，日本語と韓国語は内容語が前，機能語が後にな
る.英語の場合は機能語が前，内容語が後に位置する.また，中国語は基本的には，英
語と同じ位置ではあるが，稀に逆になる場合もある.図 3.8が示すように，各言語の
「東京で会う」とその内容語 (四角で囲まれた部分)を示す.

meet                  
at Tokyo

meet at Tokyo

��� ����

�� � � �

��(Tokyo) � � (at) � � � (meet)

�

��

��

�(at) � � (Tokyo)��(Meet)

Japanese

図 3.8: function wordsの例

機能語と内容語を区別し，翻訳することは，翻訳を行う上で必要であり，翻訳結果の
語順の調整に必要な変数となる.

(3) 敬語問題

日韓用例ベース機械翻訳システム上，図 3.9のように，適切な表現を選ぶのに問題が
生じる.それは，対訳用例が，日本語側「質問しました」を韓国語側へ訳される時，主
語を尊敬する場合としない場合によって敬語表現の入った表現になるかならないか異
なるためである.よって，主語等による動詞の敬語表現の有無を判断する処理が必要
となる.敬語処理については次の４章で詳しく述べる.
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� � 
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�� � �?

図 3.9:用例ベース敬語翻訳の例

3.3.3 関連研究

日韓機械翻訳上，言語依存処理として重大な処理が敬語翻訳である. 両言語とも敬語が
他言語よりが発達している.その反面，今迄は敬語翻訳に関する研究はあまりされていない
状況である.例えば，ルールベースでの敬語翻訳の結果の場合，以下のようにほぼ考慮され
ていない状況である.

(1) 母は先月から神戸におります.(「に降りる」で訳される)
(2) 東京から帰ってまいりました.(「ってまいる」が直訳される)
(3) 高津さんは有能でいらっしゃる.(「でいらっしゃる」が直訳される)
(4) 鈴木先生はいつもお忙しい.(「お忙しい」と「忙しい」の区別が付かない)
(5) 鈴木先生はその問題を詳しく調べられた.(可能/尊敬の判断が出来ない)

関連研究としては，ルールを用いての「れる，られる」の処理 [5]がある.また，HPSG
の敬語情報の詳細化 [8, 22]等がある. 言語学からの韓国語と日本語の敬語研究 [17, 18, 19,
21, 33, 40]はそれぞれ活発に行われてきたが，翻訳を扱った研究は存在しない.
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第4章 提案する敬語翻訳手法

この章では，用例ベース翻訳で敬語翻訳をどのように行うか，その手法について述べる.
まず，4.1章では翻訳結果にどのような敬語の問題があるか，詳細に議論する.
次に，問題を解決するためには，まず，入力となる日本語文にどのような敬語表現が埋

め込まれているか解析する必要がある. これは「～です/ます」のような比較的容易に捉え
られる文末表現から「先生」「大臣」といった尊敬の対象となる語彙レベルの表現まで様々
なレベルにわたる. 4.2章では，これらの知識の解析方法について述べる.
また，解析された日本語入力文の敬語表現がどのように韓国語で表現されるのか知る必
要がある.本研究では，この知識を，(1)必要とされる用例のタイプ，(2)用例の変換処理と
いう２つの形で表現した.

4.3章では，これらをまとめた敬語表現変換ルールを説明する.ただし，日本語入力文に
はさまざまな文形が存在し，また文に出現する人物の上下関係にもさまざまなバリエーショ
ンがある.これらの組み合わせは膨大な数になる.そこで，本研究では基本的な文形である
SV，SOVを対象とし，上下関係も一部制限した.

4.4章では実際の翻訳の流れを具体的に述べる.

4.1 敬語翻訳の問題点
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図 4.1:敬語翻訳の誤例
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日韓翻訳の敬語現象は，両言語で異った個所で表現されるため，複数の用例を組み合わ
せた際に，韓国語側で敬語表現が正しく表現されないことがある.
これは，敬語表現に厳密な韓国語においては重要な問題となりうる.例えば，図 4.1上の
入力に対して，次の表 4.1のように 3つの用例があった場合を考える：

日本語 韓国語
用例 1 学生が質問しました. HagSAq Qi Jir-þHA~�yb NiDa.
用例 2 先生が.... SýSAqNim Qi....

用例 3 私に.... NaQEGE....

表 4.1:用例 1～3

この場合，これらの用例を組み合わせても，韓国語での敬語表現の整合性がとれない図
4.1の中段のような誤訳となってしまうい，これを正訳にするためには，次のような３点を
考慮する必要がある.

(1) 主語が「先生」という尊敬人物であるため，尊敬助詞「 [ESe」を使う.
(2) 動詞が「ます形」の丁寧語であるため，「私」の謙譲表現である「 Je」を使う.
(3) 動詞の「質問しました」は主語が尊敬人物であるため，「質問なさいました」にあて
はまる「 Jir-þ Ha S%~�ybNiDa.」を使う.

4.2 敬語情報知識の解析方法

前章の正訳のような翻訳を実現するためには，まず，入力となる日本語文にどのような
敬語表現が埋め込まれているか解析する必要がある. ２章にて述べたように，日本語の敬
語は名詞と動詞にて表現されることが多く，それぞれ (4.2.1節)，(4.2.2節)の方法で解析を
行う.

4.2.1 名詞の敬語情報解析

日本語では，名詞にて表現される敬語は，(1)尊敬される対象の人物 (以降，尊敬人物と
呼ぶ)，または，(2)尊敬される人物に付随する物（以降，尊敬物と呼ぶ）に分類される.

(1) 尊敬人物
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まず，尊敬人物 (例えば，「社長」「先生」等)の判定について述べる.これは，敬語動
詞の格フレーム [28]の格要素として存在するかどうかで調べる.以下に，敬語動詞と
そこらから得られる尊敬人物の例を示す.

• 尊敬語：なさる，いらっしゃる，おっしゃる，くださる，おいでになる
<ガ格>先生が今年の夏も講演をなさいました.

• 謙譲語：いたす，うかがう，さしあげる，拝見する
<ニ格>社長にお話をうかがいました.
<ヲ格>新しい先生を遠くから拝見した.

以上の結果を用いて，152単語の尊敬人物を収集した (表 4.2を参照).これらは格フ
レームより収集した 790単語から人手で選択した.

尊敬人物
方/先生/知事/皆さん/仏様/オーナー/選任/名人/座長/同士/兄さん/
ユーザー/管理人/弊/あなた方/先輩/達人/お姫様/お爺さん//町/
総理/ファン/代表/博士/お嬢さん/秘書/奥さん/作者/所長/陛下/
師/恩師/課長/弁天/王様/先客/当社/税理士/御方/職人/飼い主/ドクター/
会長/ゲスト/助役/議長/ママ/方々/信者/首相/王/会員/医者/勇者/
店長/長/官/霊/駅員/先祖/母/店員/兄/委員/派/学者/次長/主/教師/
教授/神/人々/局長/官/サンタ/同志/仏/部長/老人/師匠/隊長/どなた/
女性/夫妻/客/長/省/課/室長/年配/さま/サマ/医/持ち主/お宅/叔父/
奥様/町長/区長/皆様/神父/宅/かあさん/かた/医師/理事/助教授/
みなさま/イエス/社長/両親/様/親戚/年寄り/署/将軍/職員/匿名/
おばあさん/王子/夫人/教官/強者/全員/おじいさん/その方/嬢/天/
殿下/主人/小人/市長/お方/監督/猛者/弊/御挨拶/父/作家/ごあいさつ/
お母さん/貴/当方/員/神様/天子/みなさん/大臣/大家/聖人/国/議員/

表 4.2:尊敬人物

これを用いて，尊敬人物が存在するならば，+人を，存在しない場合は −人を敬語
情報として付与した.
また，以降の処理で，尊敬人物が主語か目的語かの区別も必要となるため，実際は，
4種類で区別を行った.主語か目的語の区別は，構文解析器KNP[14]の結果を用いガ
格なら主語，ヲ格，ニ格なら目的語とする (以下の表 4.3を参照).
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+人 −人
主語 (subject) +人 s −人 s

目的語 (oubject) +人 o −人 o

表 4.3:尊敬人物の区別

(2) 尊敬物

尊敬物 (例えば，「お言葉」等)については，人手で語彙リスト (「お宅」「お年」「お子
さん」「御言葉」等)を作成し，マッチするものについて +物を付与した.マッチしな
い場合は −物を付与した.

4.2.2 動詞の敬語情報解析

動詞の敬語情報としては，次の 3種類のフラグを用意した.まず，(1)聞き手を尊敬する
かどうかで，+聞 or −聞，(2)主語を尊敬するかどうかで，+Sor −Sを，(3)目的語を尊敬
するかどうかで，+O or −Oを動詞に付与する.
これは，形態素解析器 JUMAN[15]と構文解析器KNP[14]の結果を用いて動詞の表 4.4の
情報を調べ，敬語情報を付与する.

+聞/+S/+O JUMAN/KNPの解析結果 Feature

(1) +聞 デス列基本形動 or 接尾辞ます型
(2) +S <敬語:主体尊敬表現> or <尊敬動詞:*>

(3) +O <敬語:謙譲表現> or <謙譲動詞:*>

表 4.4:動詞の敬語情報

例えば，「先生がおっしゃっいました.」という入力文の場合，「おっしゃる<敬語:主体尊敬
表現>」から「主語」を尊敬していることが，「ました<動詞性接尾辞ます型>」から「聞き
手」を尊敬していることが分かり，動詞の敬語情報は「+S，+聞」となる.よって以下のよ
うな敬語情報が付与されることとなる.表 4.5は動詞の敬語情報解析の例である.

先生が (+人 s)おっしゃっいました (+S，+聞).
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JUMAN/KNPの解析結果 Feature 例
動詞性接尾辞ます型 です (+聞)

<尊敬動詞:行く/いく:来る/くる:居る/いる...> いらっしゃる (+S)

<敬語:主体尊敬表現> お食べになる (+S)

<敬語:謙遜表現> お尋ねする (+O)

<謙譲動詞:言う/いう> 申し上げる (+O)

表 4.5:動詞の敬語情報解析の例

4.3 敬語表現変換ルール

次に，入力文に存在する敬語表現がどのように韓国語で表現されるのか知る必要がある.
本研究では，この知識を，(1)必要とされる用例のタイプ，(2)用例の変換処理という2つ

に分解し，これを敬語変換ルールという形で表現する（図 4.4に示す.）.
ただし，入力文にはさまざまな文形が存在し，また文に出現する人物の上下関係にもさ
まざまなバリエーションがあり，これらの組み合わせは膨大な数になる.そこで，本研究で
は基本的な文形である SV，SOVを対象とし，上下関係も一部制限した.
この章ではまず，文形の制限について説明し，次に，変換ルールについて述べる.

4.3.1 対象とする文形と人物関係の制限

����������

� 	 �


 � 	

� 	
 � �� 	� �

� �� � �� � �

�

図 4.2:文形の制限

(1) 対象とする文形

文には多くのバリエーションがあるが，本研究では以下の図 4.2ように SVと SOVだ
けを対象とする (「主体部＋客体部＋述部」).そして，敬語表現に関係ある「主語」と
「目的語」は以下のようになる：

(a) 主語
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(10)[�][�]

(7)Obj[�]

Subj

(9)[�][�]
(8)[�]Subj

(6)[�]
(5)ObjSubj
(4)[�] Subj
(3)
(2)Obj[�]
(1)[�]

� � �� �

����

�1

ID

図 4.3:文の制限

• 代名詞：1人称，3人称1

• 一般名詞：尊敬人物

(b) 目的語

• 代名詞：1人称，3人称
• 一般名詞：尊敬人物，尊敬物

(2) 人物関係の制限

SOV文形には，最大で「話し手 ([話])」「聞き手 ([聞])」「話題の人物」という3者が存
在することになる.また，これらが，主語となったり，目的語となったり，非常に多
くの人間関係のバリエーションが存在する.これらすべてを扱うのは，困難であるた
め，本研究では，基本的ないくつかのパターンを扱うことにした.まず，主語を Subj，
目的語をObjと表記した場合，図 4.3の※１のようなパターンの文型を扱う.これは，
「聞き手」が主語や目的語にいる場合，韓国語の場合は，名前や役職で呼ぶのが一般
的であるためである.

12人称を対象としないことについては「人物関係の制限」にて述べる.
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4.3.2 敬語表現変換ルール

この章では，定義した日本語文を韓国語へ翻訳する際，必要となる敬語表現を考慮した
変換ルールに関して述べる.図 4.4は日本語文の各部の構成要素によって韓国語文の変換を
必要とするルールを表したものである (ただし，両言語間で敬語表現が変化しない場合は表
から省略し，日韓翻訳において，なんらかの処理が必要なものだけを図示した.).
図 4.4中の表記の定義は，以下の表 4.6のとおりである.

表記 説明
一般名詞 一般名詞の中，尊敬人物と尊敬物のみ考慮
人 尊敬人物 (例：先生，社長，お母さ等)

物 尊敬物→尊敬関連名詞 (例：御飯，お宅等)

聞 丁寧フラグ
S 尊敬フラグ
O 謙譲フラグ
+ 敬語表現
− 敬語表現を使わない (非敬語表現)

± 敬語表現と関係なし

表 4.6:表記定義

次に名詞と助詞の変換処理について述べる.本研究では，おおきく五つに分けた.以下よ
り詳しく述べる.

処理 1は，尊敬関連名詞であるなら尊敬物に変換 (図 4.7を参照)する.

+物
Jÿ Ji(/ジンジ/御飯)

Mar�ym(/マルスム/御言葉)

Qú SE(/ヨンセ/お年)

JaN% "þ(/ザゼブン/お子さん)

DAg(/デック/お宅)

...

表 4.7:尊敬物
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図 4.4:変換ルール
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処理 2は，尊敬名詞の 3人称の処理である.韓国では性別を問わず同じ表現 (「彼」に対
する敬語表現)を用いるのが特徴である (表 4.8を参照).

日本語 韓国語
主語が単数の「彼，彼女」 �y "þ(/グブン/彼様)

主語が複数の「彼ら，彼女ら」 �y "þ�yr(/グブンヅル/彼ら様)

表 4.8: 3人称の処理

処理 3は，1人称の処理である.韓国語は「聞き手」を尊敬することによって自分を謙る
表現を用いることが特徴である (表 4.9を参照).

日本語 韓国語
主語の助詞が「は」の場合 Je(/ゾ /わたくし)

主語の助詞が「が」の場合 JE(/ゼ/わたくし)

主語が「私たち」の場合 Je�Y(/ゾヒ/われわれ)

表 4.9: 1人称の処理

処理 4は，「尊敬人物」の後に「 Nim(/ニム/様)」を付ける処理である.韓国語は目上の人に
対して「様」よく用いる.よって，先生や教授，社長等の日本語の呼び方そのまま訳してし
まうと，大変失礼にあたる (表 4.10を参照).

日本語 韓国語
先生 SýSAq(先生)Nim(様)

教授 þ3u(教授)Nim(様)

社長 SaJaq(社長)Nim(様)

… …

表 4.10:尊敬人物の処理

また、助詞の処理に関しては「変換ルール」に直接示すように「が，から」の場合は「 [E
Se(/ケソ/)」に，「に」の場合は「 [E(/ケ/に)」に変換し，用例を組み合わせの際生じる不適
切な助詞表現をカバーできる.
最後に，変換ルールの各文に対応する入力文の実例を表 4.11に示す.この表中の IDは図

4.4の IDと対応している.

28



主語 助詞 目的語 助詞 動詞/形容詞 ID

私 は 行きます (+聞). (a)

私 は 彼 に 伺いました (+O，+聞). (b)

私 は 彼 に 伺った (+O，−聞). (c)

私 は 御飯 を 食べました (+聞). (d)

私 が 先生 に 申し上げます (+O，+聞). (e)

私 が 先生 に 申し上げた (+O，−聞). (f)

彼 が 私 に おっしゃいました (+S，+聞). (h)

先生 が 御飯 を 食べています (−S，+聞). (r)

表 4.11:変換ルールの入力文の例

4.4 翻訳の流れ

この章では 4.2章と 4.3章で述べた敬語情報の知識や変換ルールによる実際の翻訳の流れ
を具体的に説明する.
提案する翻訳システムは，先の処理で付与した敬語情報と一致する用例を用いる.基本的

には，用例の日本語側が同じ敬語情報を持つものをとってくる.ただし，動詞の用例検索の
際には，その格要素となっている名詞の敬語情報の一致も調べる.
以下に，具体的な２つの入力文で，どのように翻訳が実現されるかを示す.

入力文 1：先生が弟に言いました.

(1) 敬語情報の追加：

• 主語の「先生」は，尊敬人物であるため「+人 s」を付与
• 目的語の「弟」は，尊敬人物には入らないため「−人 o」を付与
• 動詞の「言いました」は，動詞性接尾辞ます型のため「+聞」を付与

よって，入力文は「先生 (+人 s)が弟 (−人 o)に言いました (−S，+聞).」になる (非尊
敬動詞であるため「−S」になる.).

(2) 用例の検索：

先のステップで得られたタイプの用例を検索する.よって，名詞に関して +人 s，−人
oの敬語情報を持つ動詞を探す.

用例 1：お母さん (+人 s)が妹 (−人 o)に言いました (−S，+聞).
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用例 2：弟 (−人 o)に言いました (−S，+聞).

(3) 敬語変換ルールの参照：

組み合わせた用例の結果をもって，図 4.4の韓国側の処理を行う.入力文のタイプの
場合は図 4.4の ID[s]に該当する.

(4) 処理確認を終えると，韓国語の翻訳結果を出力する.

入力文 2：先生はとても親切です.

(1) 敬語情報の追加：

• 主語の「先生」は，尊敬人物であるため「+人 s」を付与
• 動詞の「親切です」は，聞き手を尊敬する野出「+聞」を付与

よって，入力文は「先生 (+人 s)は親切です (−S，+聞).」になる (非尊敬動詞である
ため「−S」になる.).

(2) 用例の検索：

先のステップで得られたタイプの用例を検索する.よって，名詞に関して +人 sの敬
語情報を持つ動詞をを探す.

用例 1：お爺さん (+人 s)は親切です (−S，+聞).
用例 2：先生 (+人 s)は言いました (−S，+聞).

(3) 敬語変換ルールの参照：

組み合わせた用例の結果をもって，図 4.4の韓国側の処理を行う.入力文のタイプの
場合は図 4.4の ID[n]に該当する.

(4) 処理確認を終えると，韓国語の翻訳結果を出力する.

4.5 実験

4.5.1 実験設定

用例ベースの翻訳システムが実現出来たのは，精度の高い様々な言語ツールが必要とな
る.まず，用いた日韓用例ベース翻訳構築のため必要なツールやリソースについて紹介する.
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• 形態素解析・構文解析 (韓国 KAIST)2

– 依存構造解析 Parser

• 日韓対訳辞書 (free software)3

– ６万語ペア

• 日韓対訳コーパス (韓国高麗大学)4

– 約２万文
– ドメイン：旅行，小説，憲法等複数のドメインが存在する.

4.5.2 検証実験

前章の図 4.4に示す変換ルールに含まれるすべての入力文のタイプを用意し，提案手法
の妥当性を調査した (入力文 30文：対訳用例 100対).その結果，すべてにおいて，適切な
翻訳結果を得ることができ，提案する敬語翻訳の原理は妥当であると考えられる.翻訳結果
の例を図 4.5に示す (図 4.5の IDは図 4.4の IDに対応する).
以上のように，提案する枠組は原理的には妥当であるものの，今後，実用的なシステム

を構築するためには，次のような課題が残されている.

• 尊敬名詞の問題：本稿では，格フレームを用いて尊敬される対象の人物を判別した
が，「管理人」や「ゲスト」など，尊敬される対象の人物かどうか曖昧な場合も確認
された.
• 「ノ格」等の尊敬名詞の処理：主語と目的語の主辞の名詞のみを用いて敬語情報を付
与しているため「先生の妹が」といった場合，単に「妹」として扱われてしまう.

今後，提案手法を拡張し，これらの現象を扱えるようにすることが課題である.
同時に，本研究では，韓国語側で敬語情報をほとんど扱わなかったが，韓国語側でも同
時に解析することで精度をあげることが期待される.これには，具体的に次のような処理が
考えられよう.

(1) 動詞

尊敬動詞の手がかりとなる「 Si」に敬語情報を付与する.また，丁寧動詞に関しては
相手に対する敬意の度合によってさまざな表現が存在するため，日本語と対応する
「丁寧と非丁寧」の２種類のみで分ける.動詞のまとめは表 4.12で示す.

2http://bola.kaist.ac.kr
3http://hyam.dip.jp
4http://transkj.com
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図 4.5:翻訳結果の例

+聞/+S/+O 韓国語の形態素解析結果 Feature

(1) +聞 �yb NiDa/ef，bNiDa/ef

(2) +S Si/ep，Sib/ep，S%~/ep等
(3) +O 人手でリストアップ

表 4.12:動詞の解析
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また，表 4.12(3)の謙譲動詞に関しては，退化しつつあるため，限られたものしか存
在しない (4.13を参照).

普通表現 謙譲表現
-ud Da(/ムッタ/尋ねる，聞く，話す) Q%?ub Da(/ヨチュッタ/伺う)

�oDa(/ボダ /見る) �ObDa(/べッタ/お目にかかる)

*uDa(/ジュダ /あげる) �yRiDa，�orRiDa(/ヅリダ，オルリダ /差し上げる)

DERiDa(/デリダ /連れる) 
oSiDa(/モシダ/お連れする，ご案内する)

表 4.13:謙譲動詞

以上の解析方法を用いた敬語情報付与の例は以下のようになる.

�o S%~�yb NiDa(/オショッスムニダ/いらっしゃいました)
→ �o/ncn+ S%~/ep(+S) + �yb NiDa/ef(+聞)
→ �o + S%~(+S) + �yb NiDa(+聞)

図 4.6:敬語情報付与の例

(2) 助詞・形容詞

さらに，日本語にはない助詞と形容詞に関する敬語情報の解析は以下のようになる.

+S/+Ps/+Po 韓国語の形態素解析結果 Feature

形容詞 +S 動詞と同じく，Si/ep，Sib/ep，S%~/ep等
助詞 +Ps [ESe/jca

助詞 +Po [E/jca

表 4.14:助詞と形容詞の解析 Feature

このように、韓国語側にも敬語情報を解析することにより、両言語の敬語情報を用い
たより緻密な翻訳を行うことが期待されよう.
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第5章 おわりに

本論文では，日韓敬語の比較より敬語を考慮した翻訳手法について述べた.これは，基本と
なる日韓用例ベース機械翻訳システムと，そこの追加された敬語処理モジュールからなる.
また，翻訳結果は提案する枠組の原理的妥当性示し，今後，より大きいなコーパスを用い
実証的に手法の妥当性を検討する予定である.
また，今回の研究では，文に登場する人物や，文形などにおいて制限を設けたたが，提
案する枠組を拡張し，より複雑な状況の敬語現象を扱えるかどうかも，今後の課題として
望まれる.
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